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ドイツにおけるイスラーム運動と教育 
――ヒズメット運動による教育への取り組み―― 
 
石 川 真 作* 
 
The Islamic Movement and its Engagement for Education in Germany: 
Concepts of the Hizmet Movement 
 
ISHIKAWA Shinsaku* 
 
Abstract 
In this paper, I will examine how the Hizmet Movement (Gülen Movement) engages the 
development of educational achievement among second generation Muslims in Germany. 
The Hizmet Movement is a social movement conducted by Fethullah Gülen, who was an 
Imam in Turkey. He has pursued the unity of Islamic ethics and modern intellect through 
the development of the educational achievement of youths in Turkish rural areas.  
In Germany, it has long been argued that the educational situation of migrants’ children is 
problematic. To resolve this problem, supporters of the movement established 
Gülen-inspired learning centers in broad areas in Germany. Generally such learning 
centers provide remedial or tutoring classes, preparing students for Abitur (college 
admission), language programs (English, German), Integration Class for newcomer 
migrants, and so on. No religious classes are provided at these centers. 
I visited some learning centers in Duisburg and Essen in 1993. They also conducted such 
programs as remedial classes for students who have difficulty in educational environments 
in cooperation with the city administration and the employment bureau.  
From this case, I will suggest that some kind of Islamic movement could contribute 
effectively to the development of educational achievement and the social integration of 
second generation children. At the same time, I consider that this case may suggest the 
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lack of validity of the Orientalist dichotomy between modern society and the Islamic 
notion. 
. 
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は じ め に 
本稿は，トルコの思想家フェトフッラー・ギュレン（Fethullah Gülen: 1941－）を中核とし
て展開される社会運動である「ヒズメット運動」とヨーロッパにおけるムスリム移民の教育と
の関係について考察する試みである。 
ドイツには，人口の 2 割に当たる 1600 万余りの移民が生活している。そのうち，300 万人
ほどがトルコ共和国出身者とその子孫であり，ヨーロッパに住む移民のなかでも一国の出身者
としては最大の人口を持っている。彼らの多くは，1960 年代から 70 年代に「ガストアルバイ
タ （ーGastarbeiter）」すなわち外国人労働者として来独した人たちとその子孫など関係者であ
る。 
ドイツでは，2001 年のいわゆる「PISA ショック」によって，移民の子供たちの教育環境の
問題が表面化した。「PISA ショック」とは，32 カ国が参加して 2000 年に実施された PISA（国
際的な学生評価のためのプログラム）テストにおいて，ドイツの生徒の成績が，すべての分野
で平均を下回るという衝撃的な結果であったことを指す。この結果を分析したところ，移民の
背景を持つ生徒の学力が低く，全体の結果を引き下げていたということがわかった1)。これに
より，移民を背景にもつ子供たちの教育の問題がドイツ社会に重くのしかかり，移民の「社会
的統合」が重要な課題であることが改めて認識された2)。高等教育を受ける学生と職業訓練を
受ける学生を早くから分ける複線型の教育システムを持ち，学歴と資格によって雇用を得る仕
組みが確立しているドイツの社会において，このような状況は移民次世代の底辺化に直結し，
貧困の連鎖につながる。さらには，そのような閉塞感がイスラーム過激派に移民の若者が引き
つけられる要因になるとも考えられる。本稿でとりあげる「ヒズメット運動」は，イスラーム
に基づいた思想を標榜しつつ，近代教育を通したアプローチを行うのが特徴である。それはま
た，過激派のテロリズムに対抗する手段としても考えられている。 
                                                          
1) この問題については OECD［2007］が，2003 年の結果をもとに分析している。 
2) 移民の「社会的統合」の諸問題に関しては，拙著［石川 2012］を参照。 
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ヨーロッパのムスリム移民第 2 世代の宗教的アイデンティティを分析したファレットらによ
れば，ヨーロッパの多数派の見方では，ムスリム第 2 世代にとって，宗教的であることは，彼
らをいわゆる「主流社会」から遠ざけ，統合を阻む明確な境界となるとみなされるという。社
会の世俗化が進む現代のヨーロッパ社会においては，宗教的であることは異質で反動的，ある
いは危険な傾向とされ，特に 9.11 以降はイスラームとその実践者たちが，宗教に対する公然た
る敵対的態度の主たる標的とされていることがその背景にある［Phalet, Fleischmann and 
Stojčić 2012: 341］。ヨーロッパにおいては，時間と世代を経ることによる同化は世俗化と同等
視されているため，第 2 世代のムスリム，とりわけ教育レベルの高い人たちは，非宗教的にな
っていくことが期待されてきており，宗教性と教育レベルには一定の関係があると考えられて
いるという ［Phalet, Fleischmann and Stojčić 2012: 342-343］。 
このような宗教と近代化に関する仮説は，イスラームと「近代」とを対置させ，イスラーム
世界の世俗化をもって近代化と捉え，それを「進歩」と捉える認識につながるように見える。
新井らは，この認識をトルコの文脈から問題視した［新井 2013］。新井らは，一般に「世俗化」
と称される現象や概念が西欧カトリック世界を前提に発生したものであることを指摘し，それ
をそのままイスラーム世界の状況説明に用いることの問題を指摘する。その文脈で，「近代科学
技術を重視し，なおかつその上でイスラム的価値を重んじようとする」「トルコ共和国の『イス
ラム派』」としてヒズメット運動の例を挙げている。新井らの議論は，イスラーム的実践の保持
が科学的知の習得の妨げになるわけではないという主張につながるものと考えてよいだろう。
本稿においても基本的にこの立場を踏襲したうえで，ドイツにおける取組みを検証する。そこ
には，移民の学校教育への適応，さらには社会的統合の問題において，宗教的態度と教育レベ
ルとの結びつきに関するこれまでの理解が，問題の一面しか捉えていないのではないかという
問題意識がある。それによって，イスラームの「文化」が必ずしも統合の阻害要因であるわけ
ではないということを明らかにしたい。 
さて，本稿では「ヒズメット運動」という言葉を用いてはいるが，この「運動」のあり様を
理解するにはある種の難しさがある。『社会学事典』によれば，社会運動とは「なんらかの社会
的矛盾に起因する生活危機を解決するために，社会における既存の資源配分状態や社会規範や
価値体系などを変革しようとし，かつまた人々の回心をはかろうとする，組織的もしくは集合
的な活動である」とされる。後述のようにヒズメット運動は，様々な困難を抱える今日のイス
ラームおよびイスラーム世界と，現代の世界情勢との関係を再構築していこうという方向性を
持つ。その点でさきの社会運動一般の定義と合致する志向性を持ったものであるといえるが，
後半の「組織的，集合的」という部分において，やや難しさが残るのである。というのは，こ
の「運動」には，「運動」全体の意思決定を担うような中心的な役割を持った明確な「組織」は
存在しないと考えられている。その結びつきはしばしば「ネットワーク」として言及されるが 
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［鈴木 2014; 竹下 2012］，実態を把握するのは簡単ではない。その全体像を明らかにするこ
とは本稿の主眼ではないので，深く追及することは避けるが，この「運動」がそうした特異な
性質を持っていることは指摘しておきたい3)。 
また，「運動」の呼称についても明確でない部分がある。その理由は，上記のように当事者
間に明確なつながりを欠いていることが挙げられる。全体を統括する，あるいは指導的な役割
を果たす中核組織が存在しないため，「運動」を代表する名称を見出すのが困難なのである。一
般には，思想の中心となるギュレンの苗字をとって「ギュレン運動」と称されることが多く，
研究書でも多くこの名称が用いられている。しかし，本稿では，あえて「ヒズメット運動」と
いう名称を用いる。 
ヒズメット（Hizmet）とは，アラビア語およびトルコ語で「奉仕」を意味する。ヒズメット
は，ギュレンの思想における重要なキーワードの一つであり，神と他者への奉仕と意味づけら
れる。イスラームにおける重要な古典的理念として，「イスラームの家（dar-al Islam）」（＝イ
スラームの主権がおよぶ地）と「戦争の家（dar-al harb）」（＝イスラームの主権が及ばない地）
の二分法があり，両者は一般に，イスラーム世界と異教徒の地（国家）に比定されてきた。「戦
争の家」におけるムスリムのあり方に関しては，歴史的にもイスラーム法上も様々な形で捉え
られてきたが，近代社会においては，この区分自体が現実味を欠くことも事実である。ギュレ
ンの思想においては，このことを「奉仕の家（dar-al Hizmet）」という理念の適用によって乗
り越えようとする。そこではムスリムは，「イスラームの家」と「戦争の家」という政治的な二
分法に関与せず，各所の法（lex loci）を遵守，他者を尊重し公正に振る舞わなければならない。
イスラームはムスリム個人の実践に重点が置かれ，ウンマ（イスラーム共同体）は政治的法的
な実体であるよりも，トランスナショナルな社会文化的存在として理解され，現実の国家や国
境の存在に関わらず，平和的な世界の統合に資するものと理解される ［Esposito and Yılmaz 
2010: 26; Yılmaz 2003: 234］。 
このように，「ヒズメット」は現代社会に適合したイスラームの実践を端的に表す概念であ
り，次に述べる「穏健なイスラーム運動」を象徴するものとして理解される。それゆえに，あ
えてこの「運動」に呼称を与える際に，当事者がより好んで使用する傾向のある呼称でもある 
［阿久津 2013: 19］。これらの観点から，本稿では「ヒズメット運動」という呼称を用いるこ
ととする。 
 
                                                          
3) 中田は，このような性質を師弟，指導者と信奉者といったパーソナルな関係を基礎とした柔構造を組織
原理とするイスラーム運動一般のあり方として捉え，その背景にハードな構造を備えた「公式」の組織
が存在せず，個々のムスリムの神（アッラーフ）への直接的な帰依を信仰の基礎とするイスラームの特
徴があると指摘している［中田 2000: 2］。 
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I  運動の性質 
ヒズメット運動は，ギュレン運動とも呼ばれるように，フェトフッラー・ギュレンの思想を
基盤にしている。その方向性は，一般に「穏健なイスラーム運動」あるいは，「イスラーム改革
運動」として理解され，時には「トルコのピューリタン」とも称される［Ebaugh 2010; Yavuz 
2003］。その所以は，イスラームの近代化，すなわち西洋近代科学とイスラームの融合という
発想が彼の思想の中心に据えられていることにある。そして，その主たる戦略に，「教育」があ
る。 
ギュレンは，1941 年にトルコ共和国東部のエルズルムで生まれた。イマーム4)であり，イス
ラーム神学の探求者であった父の薫陶を受け，またその父のもとに集う神学者や篤志家に交わ
って育った。また母は，秘密裏に村の少女たちにクルアーンの読解を教えていた。そして彼自
身，神学校（Medrese）で学び，神秘主義教団の道場（Tekke）に通うなど旧来のイスラーム
的教育を受けたという［Agai 2003: 53］。しかし，ケマル・アタチュルクの 6 原則によるトル
コ共和国の建国が強力に進められていたこの時代，このような宗教的な教育的実践は「世俗主
義」に反するものとして広汎に規制されていた。そのような環境下で同年輩の子供たちとはほ
とんど交わることなく年長の信仰心のあつい人々に囲まれて育ったことが，ギュレンの思想を
形成する基礎を作ったものと考えられる［Ebaugh 2010: 24］。 
さらに，ギュレンの思想形成に重大な影響を与えたといわれるのが，トルコの著名なイスラ
ーム思想家であるサイード・ヌルスィー（Said Nursi: 1876-1960）である。ヌルスィーは，近
代主義を受け入れた上でのイスラームの実践のあり方を模索しようとする思想で知られ，その
信奉者たち（信徒集団: Cemaat と称する）はヌルジュ（Nurcu）と呼ばれている。ギュレン自
身は，自らをヌルジュでもその後継者でもないとしているというが ［鈴木 2014: 65］，近代科
学文明とイスラームの合一を図り，民主主義と法の支配の受け入れを標榜，教育を重視する思
想の類似性はつとに指摘され，「ネオ・ヌルジュ主義（Neo-Nuruculuk）」などと称されること
もある［Yavuz 2003; Sevindi 2008: 128-133］。また，ヒズメット運動の非組織的な様態は，
ヌルジュの「信徒集団」のあり方に影響されたものであるとも指摘される。さらには，ヒズメ
ット運動によって設立された教育施設「光の家」も，ヌルジュの学習サークル（Dershane=私
塾）から着想を得ているといわれる［Ebaugh 2010: 25-26］。 
ギュレンは，1959 年にトルコ西部の都市エディルネでモスクの指導者となり，兵役を経て，
1966 年には宗務庁から任命されて，エーゲ海岸の都市イズミルの教育施設の責任者になった。
ここでの生活の中で彼の教育および社会活動のあり方が形になっていったという ［Ebaugh 
                                                          
4) ここではスンニ派における礼拝の先導者を示すと考えられる。 
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2010: 27］。その後，各地を回って説教を行うようになった。 
このような生い立ちを経て形成されたギュレンの思想の特徴は，神への信仰，科学，トルコ・
ナショナリズムの合一を企図するものであるとされる［Esposito and Yılmaz 2010: 10］。コユ
ンジュ－ロラスダウは，これを「イスラームのナショナル化された解釈を基盤にしたモダニテ
ィという視角」と表現している［Koyuncu-Lorasdağı 2010: 221］。また，ヤウズは彼を「トル
コ的オスマン的なナショナリスト」と表現し，「彼のナショナリズムは，血縁や人種によらず，
歴史的経験とひとつの政体のもとで共に生きるという同意の共有に基づく包括的なもの」であ
るとする。そして，「トルコに住むムスリムたちは，オスマンの遺産を自らのものとして共有し
ており，自らをトルコ人であると見なすものがトルコ人とされ」るのであり，「イスラームはナ
ショナル・アイデンティティと忠誠心の基礎的な基準」であると，ギュレンは考えているとい
う［Yavuz 2003: 24］。 
このような思想の持つ意味やあらわれる背景を理解するには，トルコ共和国の建国の経緯を
知る必要がある。1923 年に建国されたトルコ共和国は，一般にオスマン帝国の後継国家と位置
づけられる。しかし，オスマン帝国がシャリーア（イスラーム法）による統治を標榜し，多言
語多宗教を包含するイスラーム帝国であったのに対し，トルコ共和国は厳密な政教分離をうた
いイスラームの社会的影響を徹底的に排除しようとする世俗主義を国是とした5)。そして，イ
スラームにかわってトルコ・ナショナリズムによる統一を標榜する，近代国民国家として発足
したのである。これらの思想を含む「建国の理念」は，建国の父ケマル・アタチュルクの意志
を体現するものとして「ケマリズム」と称され，彼の創建した政党「共和人民党」がその実現
を担ってきた。しかし，国民の 99%がイスラーム教徒であるトルコにおいては，常にイスラー
ムの復権を目指す政治勢力が台頭する素地があり，共産主義を含む反「ケマリズム」勢力が台
頭するたびに，軍部がクーデターで「正常化」を図るという歴史が繰り返されてきた。このよ
うな状況下で，イスラームと積極的に関わろうとする勢力は常に弾圧される危険に直面してき
たのであり，イスラームの近代化を標榜したヌルジュも例外ではなかった6)。 
特に，共産主義，極右民族主義，イスラーム主義といった諸勢力が暴力的な方法で対立を激
化させた1970年代後半の社会混乱は甚だしいものがあった。これを軍部が実力で収めたのが，
1980 年のクーデターであった。そこから現在に至る，いわゆる「80 年体制」を特徴づける「ト
ルコ‐イスラーム総合論」とギュレンの思想は親和性が高く，そのことが，彼の思想が影響力
をもつ要因となったともいえよう7)。「トルコ‐イスラーム総合論」は，トルコの社会や文化と
                                                          
5) ただし，中央官庁として宗教関連の事柄を掌握する宗務庁が，明らかにイスラームの国家管理を目的と
して設置されているため，本来の意味の「政教分離」がなされているわけではないとされる。 
6) トルコ共和国建国以来の歴史的経緯とヌルジュの関係については，新井［2013］を参照。 
7) 1980 年クーデターの後に発足したオザル政権は，ギュレンの運動を暗黙裡に支援していたという［幸加
木 2011: 35］。 
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イスラームは不可分であるとの視角から，社会道徳や文化的等質性の源泉としてイスラームを
公式に見直し，「建国の理念」以来の世俗主義に新解釈をもたらした8)。この思想的転換は，70
年代後半の末期的状況が，左翼思想の台頭と，それと結びついたクルド分離主義勢力の活発化
もよるものとみなした軍部が，体制を維持するためには，イスラームを社会道徳として復権さ
せることによる国民の一体感の醸成が必要であると判断したことにより，もたらされたという
［新井 2013: 185-190］。21 世紀に入り長期政権を築いた「穏健なイスラーム政党」公正発展
党，同時期に隠然たる社会的影響力を築いたギュレンのヒズメット運動，両者ともにこの「ト
ルコ‐イスラーム総合論」の登場を背景にしているといえるだろう。 
と同時に，ギュレンは，若年層の間で 70 年代に流行した極左暴力主義的な共産主義に替え
て，伝統的規範によって若者を教化しようと考えた。そして後には，イスラーム過激原理主義
に対しても同様な立場で臨むこととなった。こういった動機から，ギュレンは若年層の教育に
力をいれることになるのである［Ebaugh 2010: 28］9)。 
 
II  ヒズメット運動による教育の展開 
ギュレンはこのような思想の実現のために，教育を重視している。ここでいう教育とは，い
わゆるイスラーム教育と，学校教育を中心とした近代的な教育双方を指す。ギュレンの思想に
基づいた教育の目的とするところは，イスラーム的倫理観と現代的知性や科学的知識を併せ持
った，「近代的ムスリム」像を創出することにあるといわれる［Agai 2003: 51］。 
ギュレンの教育への取り組みは，イズミル時代からはじまる。当初は学校での世俗的な教育
をイスラーム的な道徳教育によって補足するための，「サマーキャンプ」に中学から大学までの
若者を集めることか始まったという［Agai 2003: 53］。そして，彼の説法を聞いた人々が，ヌ
ルジュの「信徒集団」を模したグループを形成するにつれ，彼らが同じくヌルジュの「私塾
（Dershane）」を模した学習サークルを形成していく。「光の家」とよばれるこのサークルへの
参加者は，大学生や中間層のビジネスマンを中心とし，一部富裕層を含んでおり，彼らは肉体
                                                          
8) 「トルコ―イスラーム総合論」とその影響については，大島［2005］，澤江［2005］を参照。 
9) 教育のみならず，ギュレンに影響を受けたヒズメット運動に関わる諸組織は多岐にわたる。ギュレン自
身が深くかかわって運動の拡大に貢献したトルコ・ジャーナリストと著述家財団（GYV: Türkiye 
Gazeteciler ve Yazarlar Vakfı）をはじめ，新聞（ZAMAN＝時代 紙），テレビ局（Samanyol ＝天
の川 TV），雑誌（Aksiyon＝行動 誌，Sızıntı＝雫 誌）といったメディア関連や，大学（Fatih 
Üniversitesi＝ファティヒ大学），教育産業，保険会社や金融会社，経済団体などが名を知られ，各界
に強い影響力を持っているといわれる ［鈴木 2014: 67］。また，東日本大震災の際にいち早く駆けつ
けて支援活動を行った援助ボランティア団体「キムセ・ヨク・ム（Kimse Yok Mu＝誰かいませんか）」
もよく知られた存在である［子島／ダニシマズ 2012］。 
ギュレン自身は，1999 年に反共和国的なイスラーム主義運動を画策しているとのネガティブ・キャ
ンペーンの最中アメリカを訪れ，そのまま留まって実質的な亡命生活を送っている。このキャンペーン
は，2000 年に起訴に至ったが，2008 年に無罪判決が出ている。 
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的精神的にこの活動に従事するだけではなく，資金面でも貢献した。そして，その出身者は後々
ヒズメット運動とその教育的側面を支える人的リソースになっていった［Ebaugh 2010: 27］。
このような展開が，現在に至る運動のあり方を基礎づけたものと考えられる。 
1970 年のクーデターで逮捕され，釈放されて以降，表立っての講義や講演がしにくくなった
ギュレンは，学生寮の運営を行うようになる。学生寮では，同性の大学生が共住し，助け合っ
て勉学しながら，クルアーンやヌルスィー，ギュレンらの著作を読み，団結の意識を高め，ト
ルコ・ムスリムとしての意識や社会的自覚を醸成することが求められた。また，アルコールや
ドラッグ，異性交遊から遠ざける意味もあるとあって，大都市の大学に子供を送り込むにあた
り，保守的な両親は好んで子供を入寮させた。また，この時期のトルコでは大学をはじめとす
る高等教育機関が左右両派の草刈り場となり非常に政治化されていたため，これを危惧する社
会的な風潮があった。そこでギュレンは，寮に加えて中小自営業者による「下宿屋」の運営を
奨励するなど，学生を政治から引き離して勉学に勤しませる環境づくりに腐心した。ギュレン
の支持者たちは「奨学金」を用意してこの活動をサポートした。そのような環境で教育を身に
つけた学生たちは，それを生かして彼らの出身地で企業家や専門職に就くなどし，ギュレンの
評判を広めるとともに，資金面でも援助する側に回っていった。さらに，1974 年にイズミルか
らマニサに移ったギュレンは，それまで大学進学のチャンスに恵まれなかった中間層や労働者
の子供たちのための大学進学予備校を設立した［Ebaugh 2010: 28-29］。1978 年にはイズミル
に大学進学予備校を設立，これらは「私塾（Dershane）」と呼ばれるようになる。これらと学
生寮とによって，高等学校がなく，教育が行き届きにくかった地方の児童たちに教育機会を与
えることが，「ヒズメット」の重要な要素となっていく［Agai 2003: 53-54］。 
1980 年のクーデターの後，民政移管によって成立したオザル政権による自由開放政策のなか，
トルコでは私立学校の設立が促進された。この流れに乗り，1982 年のイズミル，イスタンブル
を皮切りに，ギュレンの思想に基づいた高等学校の設立が相次いで進められた。この流れはや
がてトルコ共和国以外にも広がり，ソビエト連邦崩壊後に成立した中央アジアのトルコ系諸国
に飛び火，そこから 20 年の間にバルカン諸国や南アフリカ，さらには西欧諸国における教育
機関の設立へと拡がっていった。トルコにおいて，これらの学校は，国のカリキュラムに従っ
た教育内容を提供している。授業の多くは英語で行われる。宗教教育は国の指針と教科書に基
づいた宗教間比較の枠組みにおいて行われており，週 1 回のみである。海外の学校も同様の体
制をとっており，宗教の時間は設けられていないことが多い［Agai 2003: 51; Ebaugh 2010: 30］。 
一方で，中心的な役割を担う教員は，「信徒集団」に密接にかかわりながら社会化され，よ
く訓練され意識の高い者が送り込まれる。教師たちにとって，イスラームの規範的指針に基づ
きながら，近代科学的な知識を教えることに矛盾はないという。ギュレンの思想に基づけば，
「知識」は子供たちを「良き人物」にし，ひいてはイスラーム理解に役立つものであり，知識
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あるムスリムがイスラームに貢献できると考えられている。そして，教師は良き人間，良きム
スリムとして生徒の模範となり，イスラームと科学の結合を具現化する役割を期待され，それ
により保護者の信頼を得るものであるという［Agai 2003: 62］。「私塾」や高等学校には「信徒
集団」に関わりのない教員もいるが，中心的な位置に宗教的な動機に基づいて行動する教師た
ちがいることで，教育の質が保たれると考えられ，また保護者もこれに期待するのだという
［Ebaugh 2010: 30］。 
前述の通り，「トルコ-イスラーム総合論」が力を持った 1980 年代以降の政治状況は，ギュ
レンの思想にとって追い風になった。ギュレンの思想に基づいた教育は，そのような社会情勢
を背景に広がりを見せていった。1990 年代後半までにトルコ国内に 300 以上の教育施設が設
立され，世界 50 カ国にまで広がったというが，注意しなければならないのは，ギュレン自身
がそれらに直接関与しているわけではないと主張していることである。これらの施設はそれぞ
れの国の仕組みに従って個別に設立され，独立して運営されている。しかし，トルコ関係の企
業のサポートを受け，カリキュラムや教育ビジョンに共通性があり，人的物的リソースを共有
しているという［Michel 2003: 69-70］。すなわち，緩やかなネットワークで結ばれていると見
るのが妥当であろう。 
 
III  ドイツにおけるヒズメット運動の展開 
ギュレンは，ヨーロッパのトルコ系移民に関して，以下のような見解を述べている。 
 
ヨーロッパに住んでいる我々の同胞は，かつての状況から脱してヨーロッパ社会の一部
とならなければならない。彼らの子供たちは実科学校よりも大学を目指すべきである10)。
また同時に彼らは，我々の文化的宗教的な豊かさをヨーロッパ社会に伝えるべきである。
将来彼らは，今日我々が強く必要としている，我々のロビーを形成するだろう。かつては，
トルコ系移民人口のたった 2%しか，彼らの宗教的需要を満たすことができていなかった。
しかし今日，若者の 40%か，もしかすると 60%が日常的にモスクで祈っている。あきらか
に，我々の同胞は同化プロセスを強いられることはなく，逆に，彼らはその信念と文化を
ホスト社会に印象付けた［Demir 2012: 102］。（注は筆者） 
                                                          
10) ドイツの学校制度は複線型と呼ばれ，早い段階で大学進学を目指す生徒と，職業訓練を受ける生徒を
分ける方式がとられている。小学校にあたる基礎学校（Grundschule）は第 4 学年までで，この段階で，
大学進学を目指すギムナジウム（普通科），専門職を目指す実科学校，いずれにも進まない場合は高等
教育を前提としない基幹学校（Hauptschule）へ進学する。移民の子供は多くが基幹学校に進むとされ
てきた。別途，進路に多様性を持たせるために単線型に近い考え方を取り入れた総合学校
（Gesamtschule）もある。移民の子供には総合学校に進むケースも多い。 
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このような認識に基づいて，ヒズメット運動系の教育機関はヨーロッパにおいても展開され
ている。フランス，オランダ，ベルギーなどのトルコ系住民が多く住む都市において，私塾の
設立が進んでいる。中央アジアやアフリカなどそれまで進出してきた国々では私立学校を設立
することが多かったが，ヨーロッパでは手続き上の難しさなどから，当初は塾の設立から始ま
ったのが特徴である。その後，私立学校の設立も進められている11)。 
この流れは，ヨーロッパで最も多くのトルコ系人口を抱えるドイツにおいても当然見受けら
れる。実際に，ヒズメット運動系の教育機関の設立が本格化したのは 1990 年代後半とみられ
る。他のイスラーム系団体，例えばミッリ・ギョリュシュやスレイマンジュなどが 1970 年代
から 80 年代にドイツに進出したのに比較するとかなり後発である。その理由としては，ヒズ
メット運動のトルコにおける拡大自体が後発であること，海外に展開した1990年代の前半は，
ソビエト連邦の崩壊以降の中央アジアのトルコ系諸国への進出を重視したことが挙げられる 
［Demir 2012: 102-103］。 
ヒズメット運動がヨーロッパに浸透していく際の戦略は，それまでのイスラーム団体とは異
なった方向性を持っている。ミッリ・ギョリュシュやスレイマンジュなどの団体は，モスクを
設置し運営する団体の設立や「コーラン学校」12)の開設により，トルコ系移民の信仰実践に関
わる需要を惹きつける戦略をとった。また，トルコ政府系団体である DİTİB は，各地で自主的
に設立された団体を傘下に収め，それらの団体にモスクの運営を実質的に義務付け，イマーム
の派遣を行っている。こうした宗教的な需要に応える方向性に対して，ヒズメット運動は世俗
的な教育を重視し，「コーラン学校」のような宗教的な教育も行わない。もちろん，モスクを運
営することもない。宗教的規範や共同体的な価値観は，直接的な教化によらず日常的な相互作
用のなかで伝達するという考え方をとっているという［Demir 2012: 103］。 
ヒズメット運動の関係者によってヨーロッパで展開されている事業には 3 つのタイプがある。
第 1 に学校での学習に補助的な役割を果たす学習塾，第 2 に文化イベントや集会，シンポジウ
ムを通して「文化間の対話」を促進しようとする団体，第 3 にトルコ系の企業家の交流や事業
援助を行う団体である。これらの事業は登録団体を設立して運営される。多くのトルコ系の団
体がケルンに本部を置いているのに対し，ヒズメット運動の特徴は，これらの事業を統括する
本部と呼べるものがないことである。それぞれの地域でそれぞれが独立した活動を行ってい 
                                                          
11) 例えば，ドイツのシュツットガルトに 1995 年に設立された BIL 教育ハウス（Das Bildungshaus）は，
トルコ系の子供たちの教育で実績をあげ，行政とも良好な関係を築き，2003 年に私立学校に移行した
という［Demir 2012: 103］。 
12) ここではイスラーム団体によるクルアーンの教室などを指すドイツ語の呼称として一般に用いられる
Koranschule の訳語として「コーラン学校」という表現を用いる。 
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る13)。 
学習塾は，多くが「教育センター（Bildungszentrum）」を名乗り，幅広い年齢層の生徒を
対象に，ドイツ語，英語などの語学や数学，物理，化学などのクラスを提供する14)。また，大
人も対象としたニューカマー向けの言語クラスを開設している場合もある。さらに保護者に対
して，教育の重要性を啓蒙するセミナーも行う。これらは多くはトルコ系移民を対象としてい
る。教師を務めるのは，トルコ系だけでなくネイティブのドイツ人を含むプロフェッショナル
の教師と，ボランティアの大学生である。そうした大学生の多くはトルコ系である。ドイツで
は多くの塾が自治体や地方議員などと良好な関係を築いて，事業に対するサポートを受けてい
る。しかし，ほとんどは資金面での援助は受けていないという。また，私立学校の一部では主
としてトルコ系の生徒たちを対象に，公立のギムナジウム（普通科学校）と同様の大学入学資
格のための準備カリキュラムを提供する。異なっているのは，選択可能な語学科目にトルコ語
が入っていることぐらいである［Demir 2012: 104］15)。 
以下，Agai［2011］に従って，筆者が調査を行ったノルトライン‐ヴェストファーレン州（以
下 NRW）での活動を概観する。NRW での活動の始まりは，ドイツでの活動のごく初期である
1990 年代の前半にさかのぼる。1980 年代は，キリスト教民主同盟（CDU）による長期政権に
よる「非移民国」としての認識により，移民政策の停滞が続き，トルコ系移民の間でも，いつ
かトルコに帰る時期が来るという「帰国神話」が支配的であった。しかし，90 年の外国人法改
定を経て，帰化要件の緩和によるガストアルバイターの「国民化」が視野に入るようになり，
「帰国神話」も非現実的であると考えられるようになる。実際には，外国人労働者の募集停止
から 20 年を経て定住化は決定的になっており，制度や認識がその現実に沿って流動化しはじ
めたのが 90 年代の特徴である。トルコでのヒズメット運動の影響力拡大と同時に，こうした
ドイツでの状況変化によりトルコ系移民にとってのニーズが変化したことが，展開を促進した
とも考えられる。すなわち，次世代の育成に，より目が向けられるになったということである。
トルコ系移民人口が多い NRW において，そうした傾向が顕著に表れたと考えられる。 
NRW の多くの都市には，ヒズメット運動に関係する教育機関があり，非常に高い密度で分
布している。とりわけ大きな都市には複数の教育機関が存在する。2010 年の調査では，ケルン
には 7 つの教育機関があり，のべ 1,050 人の生徒が勉強していたという。この調査でヒズメッ
                                                          
13) ただし，これらは内外につながる緩やかなネットワークを相互に形成している。ドイツでは，オッフ
ェンバッハに本拠を置く，ヒズメット運動系の新聞「ZAMAN」がこのようなネットワーク相互の情報
流通と意思決定に大きな役割を果たしている。その範囲はヨーロッパ全体に及ぶ。また，各地の団体の
関係者は頻繁に行き来し情報交換をしており，その範囲はドイツやヨーロッパのみならずアジア・アフ
リカの同運動に及ぶ。相互援助の関係もあるという［Demir 2012: 105］。 
14) ドイツにおけるヒズメット運動関係の学習塾の総数ははっきりわからないが，Demir によれば 100 を
超える。また，Agai はドイツ全土で 300 以上の教育施設があるとしている［Agai 2011: 29］。 
15) Demir はそのような学校としてシュツットガルト，ベルリン，ドルトムントの例を挙げている。Agai
は，ドイツ全体で 24 の学校があり，うちの多くがギムナジウムであるとしている ［Agai 2011: 33］。 
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ト運動の教育機関が確認された NRW の都市は 43 都市におよぶ。これらの教育機関の主たる
活動は，学校の各教科の補習，大学入学資格試験の準備クラス，宿題の補助，英語やドイツ語
などの語学クラス，統合コース16)である。加えて，トルコの大学入学に向けた準備クラスも用
意されている。こうした日々の学習以外にも，数学オリンピックやトルコ語オリンピックへの
参加17)，親子遠足，スポーツや音楽，演劇などの活動が行われてもいる。さらには，保護者に
対する啓蒙的なセミナーが行われることも多い。このようなセミナーは，教育の重要性を保護
者に理解させることが目的で行われる。保護者の教育に対する認識は，移民の子供たちの学習
機会に直結する重要なファクターであるため，こうしたセミナーの持つ意味は大きいと考えら
れる。 
利用者の多くはトルコ系であるが，他のエスニシティの人々やドミナントのドイツ人の利用
もあり，また，ムスリムに限定されない。生徒のレベルや需要に合わせた教育内容を提供する
ようにすると同時に，支払い能力を考慮してもいる。また，生徒の文化的宗教的な背景も考慮
しているという。保護者の言語能力や，生活状況はまちまちであり，どの程度子供たちを援助
できるのかもそれぞれである。こうした点は，保護者とコミュニケーションをとりながら対応
している。そのように，多様なニーズに対応できる体制を準備することが，不安定な家庭環境
にある移民の子供たちの教育に対して有効な手立てを講じていくために必要なことであるとい
える。 
また，NRW には，3 つの私立学校がある。内訳は普通科学校（Gymnasium）が 2 つと実科
学校（Realschule）がひとつである。 
1 ケルン‐ブッフハイム・ディアログ・ギムナジウム（Gymnasium Dialog） 
社団法人トルコ‐ドイツ・学術連合（Türkisch-Deutschen Akademisch Bund e.V.）が運営
している。同団体は，以前からケルン・ディアログ教育センターを運営している18)。 
2 ヴッパータール‐ボルテンハイデ実科学校（Realschule Boltenheide） 
社団法人スペクトラム（Spektrum e.V.）が運営。この団体は同名の教育センターを運営し
ている。 
3 エリンガーフェルト・ギムナジウム（Gymnasium Eringerfeld） 
社団法人虹教育工房（Regenbogen Bildungswerkstatt e.V.）が運営。この団体も教育セン
                                                          
16) 2005 年の「移民法（Zuwanderungsgesetz）」施行以来，ドイツではニューカマーと一部の定住外国人
の成人向けに統合コース（Integrationskurs）の受講を義務づけている。統合コースは 600 時間のドイ
ツ語コースと，ドイツの生活習慣や社会制度，歴史などを学ぶオリエンテーションコース 60 時間から
成り，連邦移民難民局（Bundesamt für Migration und Flüchtlinge: BAMF）の管轄である［Bundesamt 
für Migration und Flüchtlinge 2015］。 
17) トルコ語オリンピックは，トルコ語の詩の朗読を競うもので，世界規模で開催され，優秀な生徒はト
ルコで行われる世界大会に参加する。その様子はテレビ中継される。 
18) 現在は実科学校を併設している［http://www.gymnasiumdialog.de/］。 
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ターを運営している。寄宿寮を併設している19)。 
 これらの学校は，公立学校と同様のカリキュラムに従った授業を行っている。また，ボラン
ティアによって，宿題の補助や課外活動が行われる。ケルンのディアログ・ギムナジウムの場
合，国庫の補助により学費を抑えることができており，学費は無料で，午後の学童保育が 140
から 180 ユーロで提供される。これも，運営団体の援助によって減額されることもある。給食
もある。教員もよく訓練されており，設備も新しい。これらの条件は，様々な困難を抱えてい
る移民の子供たちを学校に引きつけるための手段でもある。 
 
IV  デュースブルクおよびエッセンの事例 
以下では，筆者が 2013 年 3 月に NRW のルール地方の都市，デュースブルク（Duisburg）
およびエッセン（Essen）で行った調査の事例を紹介する。この調査では，ヒズメット運動に
関連する教育施設と団体の観察とインタビューを行った他，ヒズメット運動以外のイスラーム
団体が類似した教育施設を運営している状況を見ることができた。 
デュースブルクは，ルール地方の西方，ライン川沿いに位置し，世界有数の河川港を持つこ
とで知られる。かつてはラインの水運によって運び込まれる鉄鉱石とルール地方で産出する石
炭を利用した製鉄で栄えた街であり，多くのガストアルバイターがやってきた歴史がある。人
口 492,703 人に対し，外国人人口 74,534 人を含めた「移民の背景を持つ人々」が 159,004 人。
トルコ系移民は人口比 13％である。 
エッセンは，デュースブルクの東に位置し，同様に採炭と鉄鋼で栄えた街である。鉄鋼財閥
クルップの本拠地が置かれルール地方の中心都市として位置づけられていた。市内の炭鉱遺跡
はユネスコ世界遺産に登録されている。人口 573,487 人に対し，外国人人口が 67,246 人，二
重国籍者が 50,533 人，人口の 20％が移民であるとされている。トルコ系移民は人口比 4％で
ある。この 2 都市と，さらに東方のボーフム（Bochum），ドルトムント（Dortmund）を合わ
せた範囲がルール工業地帯である。 
 
1 ヒズメット運動関連の教育施設 
(1) エヴェントゥス（Eventus）: デュースブルク 
デュースブルク市内 3 箇所にエヴェントゥスと名乗る教育センターがある。これら 3 か所を
ふたつの団体が運営している。市内中心部デュセルン（Duissern）地区と，ライン川の西岸ラ
インハウゼン地区に立地する教育センターはライン‐ルール教育協会（Rhein Ruhr 
                                                          
19) 現在は，実科学校として運営されている模様［http://www.r-efeld.de/］。 
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Bildungsverein）によって，北部のマルクスロー地区に立地する教育センターはライン対話と
教育協会（Rheinischen Dialog & Bildungsverein）によって運営されている。マルクスローを
含むデュースブルク北部地域はドイツでも有数のトルコ系移民集住地域であり，ラインハウゼ
ンもトルコ系人口を多く抱えている場所である。これらの他に，エヴェントゥスの名前で運営
されている学生寮が市内にあり，イスラーム世界を中心とする開発途上国からドイツの大学に
やってきた学生を受け入れている。 
このうち，マルクスローのエヴェントゥス・教育センターで話を聞くことができた。エヴェ
ントゥス教育センター・マルクスローは 2004 年に設立された。主に学校の勉強の補助
（Nachhilfe）を行っており，一般的なクラス，少人数クラス，個別指導など様々な形態のクラ
スを提供している。2013 年 3 月時点で 330 人の生徒が通っており，95％がトルコ系の子供だ
ということであった。生徒数は近年増加傾向にあるという。授業料は，クラスの形態によって
違うが，子供の家庭状況によっても変わってくるという。支払える範囲をヒアリングし，場合
によっては運営団体が補助を行うこともあるということである。このような処遇を行う背景に
は，公的機関との連携体制も関係している。すなわち，自分や親の意志で通う生徒がいる一方，
国のプロジェクトによって，教育状況の改善が必要な生徒の受け入れを行っているのである。
市の青年局およびジョブセンタ （ー職業安定所），学校と連携して，親の失業など家庭環境と子
供の学習状況を鑑みて，学習支援の要請があり，受け入れを行うという。これは，連邦教育促
進法（BaföG）の枠組み利用して行っている。このような事例があるため，通ってくる生徒の
事情には様々な違いがある。 
こうしたクラスによって，生徒たちのギムナジウムないし実科学校への進学をサポートして
いる。このような取り組みの背景には，PISA ショックで取りざたされたような移民の子供の
学力が低く進学率が低いという認識がある。一方で，そうした状況を招いているのは環境によ
る要因が大きく，学校制度そのものへの理解不足や家庭環境による学習習慣の欠如といった要
因に対応することによって，学力は大幅に改善するという認識がある。成果として，当該年次
の第 4 学年の進学先として，ギムナジウム 35 名 実科学校 40 名という数字が挙げられて
いた。優秀な子供にはノート PC などをプレゼントするキャンペーンなども行われている。 
さらに，進学後には大学入学資格試験（Abitur）および，ZP-1020)のための準備クラスも用
意している。また別に，トルコの大学への進学も選択肢としてある21)。 
モダンな校内はよく整理されており，各教室に，ヨーロッパやトルコ，イスラーム世界の偉
人の名前が付けられているのはヒズメット運動の教育機関によく見られるものである。様々な
                                                          
20) Zentrale Prüfungen am Ende der Klasse 10。NRW で学力底上げのために行われている第 10 学年終
了時に課される試験。ZAP とも呼ばれる。 
21) その仕組みについては後述する。 
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掲示物が貼られているが，その中に「エヴェントゥスのきまり（Eventus-Regeln）」と書かれ
た緑色の掲示が各教室にあり目を引く。内容は以下のとおりである。 
 
時間通りに教室に来ます。 
教科書類を用意して，先生が来るのを静かに待ちます。 
宿題と勉強道具を常に持参します。 
三回教科書類を忘れたら授業に参加できません。 
学習時は静かにし，他の生徒の邪魔をしません。 
授業中は不要な私語や大声で話したりしません。 
先生が話しているときは耳を傾けます。 
手を挙げて発言し，そのときは叫びません。 
ののしりや嫌がらせの言葉を使いません。 
誰かに痛い思いをさせません。押したり，叩いたり，蹴ったり，怒らせたり，つばを吐きか
けたりしません。誰かを踏みつけたりしません。 
他の人のものに注意を払い，取ったり，壊したりせず，借りたいときには丁寧に尋ねます。 
授業中は飲食しません。 
携帯の電源は切り，鞄にしまいます。 
教室内は整理整頓します。ごみはごみ箱に捨てます。 
廊下で騒いだり，走ったりしません。 
トイレを使うときは整頓し，清潔を保つよう心がけます。扉は閉めて使います。 
 
このような「きまり」の内容から，学習習慣を身につける前に，基本的な生活習慣や他者と
の関わり方といったところから，学校適応のための訓練を行わなければならない生徒がいるこ
とがわかる。学業成績の改善のための「環境」の改善が簡単なものではないことが垣間見えた。 
こうした問題への対応として，生徒および家族向けの相談を行っている。進学相談，動機付
けや，教材選びなどについて，センターでのカウンセリングに加えて，家庭訪問なども随時行
う。生徒向けには，飲酒，喫煙，ドラッグなどの悪習慣から身を守る，家族との関係を良好に
保つなどの方法についてなどのカウンセリングを随時行う。また，家族向けには，学校制度や
学習の方法に加え，健康維持や特に母親向けのドイツ語指導などもプログラムに入れている。
また，ドイツ語能力に問題がある生徒のためには，ドイツ語の指導も行っている。週 2 日 4 時
間で合計 60 時間の指導と， エクスカーションや映画，演劇の鑑賞なども行う。他に，料理や
音楽の教室，遠足や修学旅行など親子で参加できるレクリエーション・プログラムも用意して
いる。 
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(2) ホリゾント（Horizont）教育センター: エッセン 
エッセン市内には，ホリゾントという名称の教育センターが 2 か所ある。運営母体はいずれ
も，「社団法人境界なき養育と教育・ルール（Erziehung und Bildung ohne Grenzen Ruhr e.V.）」
である。この団体は 2000 年に設立された。当初は移民向けのドイツ語クラスからはじまった
という。現在，2 つの文化センターと教育センターが連携して活動している。主に学校の勉強
の補助，宿題の補助，試験準備のクラスを運営している。5 名までの少人数クラスや個別指導
を中心に行っている。試験準備では実科学校やギムナジウムへの進学を目指し，進学後は ZP-10
や大学進学資格試験に向けた学習プログラムも用意している。 
142 名の子供が通っており，90 ないし 95%がトルコ系である。58 人が奨学金を受けている。
2 年前からジョブセンターと連携して家庭環境に問題のある子供の学習支援プロジェクトを行
っている。保育園（Kindertagesstätte＝KITA）も併設している。10 人（ドイツ人，ボスニア
人，アラブ人の子供）が通っている。こちらは，州政府が運営しており，場所と教師を提供し
ている。 
ホリゾントでは，トルコの大学への進学プログラムを積極的に行っている。大学入学資格検
定（AÖL22)） と，外国人生徒向け試験（YÖS23)） の受験に向けたプログラムを受講する。こ
れらのプログラムで，2006 年から 70 人ほどがトルコの大学に行ったという。 
 
2 ヒズメット運動に関連する交流団体 
(1) ルールディアログ（Ruhrdialog）: エッセン 
「共通の価値観と文化間対話のフォーラム」をうたう交流団体。2012 年に設立。各種の文化
交流イベントを主催している。主な活動は，講演会，宗教間対話イベント，トルコへのスタデ
ィツアー，エクスカーション，ギュレン思想の勉強会などである。 
2013 年には，「ルールの語らい 2013（Ruhrgespräche 2013）」と題して，5 人の専門家を招
いた講演会を行った。テーマは，「高度人材獲得競争とドイツ」「研究と倫理」「文化的門戸開放」
「制度的差別」「多言語使用」であった。また，ヒズメット運動について紹介する書籍を執筆し
た著者を招いての合評会を行った24)。さらに，シナゴーグや教会を訪問するエクスカーション
を行う一方，プロテスタント団体や難民支援団体によるトルコ訪問をオーガナイズした。 
                                                          
22) Açık öğretim Lisesi（開かれた授業による高等学校）。何らかの理由で高校を卒業できていない人のた
めの認定試験。ホリゾントによれば，ドイツで第 9，ないし第 10 学年を終えた者，ドイツの大学入学
試験を断念した者，トルコで初等教育を終えた者，トルコで高等学校を退学した者，などが対象となる。 
23) Yabancı Uyruklu Öğrenci Sınavı（外国籍生徒向け試験）。外国人生徒がトルコの大学に入学する資格
を与える試験。トルコ系の生徒がこれを受ける場合，トルコ国籍の離脱手続きやトルコでの学業実績，
海外での学業実績など様々な要素が関連する。 
24) Thies［2013］の著者を招いた。 
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(2) ルール・ビジネス・プラットフォーム（Ruhr Business Platform: RBP）: エッセン 
2012 年に設立。ルール地方のドイツおよびトルコの研究者と企業による団体であり，ルール
ディアログと密接な関係がある。団体の目的として，「労働と教育の場の創出と確保 社会的，
経済的，文化的統合の援助 企業コンサルティング 生活基盤確立の援助（移民など）」を掲げ
ている。会員企業のセミナー，パートナー・マッチング，トルコ・中国・アフリカなどへの視
察旅行，青年および成人向けの職業教育プログラムなどの運営を行っている。連邦企業団体連
盟（Bundesverband der Unternehmervereinigung: BUV＝18 団体が所属するトルコ系中心の
企業団体連合）や，ヨーロッパ‐トルコ企業総連盟（European Turkish Business 
Confederation: UNITEE トルコ系企業によるヨーロッパレベルの組織）トルコ企業家および
産業総連盟（Türkiye İşadamları ve Sanayiciler Konfederasyonu: TUSKON）といったヒズ
メット運動に関わる経済団体とパートナーシップを結んでいる。 
 
3 ヒズメット運動関連以外の教育施設 
(1) デュースブルク教育センター（Duisburg Eğitim Merkezi） 
デュースブルク両親および教育協会(Duisburger Eltern - & Bildungsverein) が運営してい
る。この団体は，IGMG（ミッリー・ギョリュシュ）と関係がある。IGMG は，トルコのイス
ラーム主義政党至福党の在外団体である。 
2009 年に設立され，学習補助・補習教室と母語教育，宗教教育を一緒に行うのが特徴である。
第 1 学年から第 13 学年の生徒を対象に，ドイツ語，英語，数学の補助教室を提供しているほ
か，宿題補助も行う。また，ドイツ語の不十分な子供には「準備クラス」を提供している。150
人の子供が学んでいる。学費には国の補助金を受けることもできる。 
保育（Spielgruppe＝グループ遊び）も行っている。3 歳から 6 歳まではトルコ語のグループ
遊び，6 歳から 8 歳にはトルコ語と簡単なイスラーム教育が行われる。9 歳から 15 歳以降は週
末にイスラームに関する教室を提供している。近くに IGMG のモスク併設のセンターがあり，
こちらに出かけてイスラームの考え方などを学ぶという。 
他に，主に母親の適応に配慮した女性向けのドイツ語教室，保護者向けの相談やオリエンテ
ーションも行っている。また，週 1 回のアラビア語教室もある。 
 
(2) ホッホフェルト統合・文化・教育センター（Hochfelder Integration Kultur und 
Bildungszentrum e.V.） 
イスラーム団体「イスラーム文化センター連合（Verband der Islamischen Kulturzentren: 
VIKZ）」が運営する「寄宿舎」であり，2003 年に開設された。VIKZ は，トルコで「スレイマ
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ンジュ（Süleymancılar）」と呼ばれる神秘主義的傾向の強い団体であり，ドイツでもっとも早
くから「コーラン学校」をはじめたことで知られる。しかしこの施設は，10 代の生徒たちが週
日起居しここから学校に通うことで，良好な生活および学習環境を維持することを目的に開設
されている。放課後はこの施設に戻り，昼食をとった後，スタッフの補助を受けながら宿題と
学習を行う。その後はスポーツなどのレクリエーションのプログラムも用意されている。週末
にはイスラームに関するプログラムを含む様々なプログラムが用意されているが，参加は自由
であり，家に帰ることもできる。 
計画当初は地域から「イスラーム教育」の施設となることを懸念されたが，現在は市当局と
連携した活動を行なっている。この施設の最大の目的は，様々な誘惑のある移民集住地域の環
境から子供たちを切り離して，学業に集中できる環境を用意することにあるという25)。 
 
V まとめにかえて 
従来，ヨーロッパおよびドイツにおいてイスラーム主義は，ムスリム移民の統合を妨げる要
因として捉えられてきた。その中には，イスラーム主義的な言説や活動がムスリムの青少年を
他の同年代から引き離す意図をはらんでいるという認識も含まれている［近藤 2007: 272-279］。
一方で，移民の子供の学力の向上を妨げる要因として，学校での言語と生活言語が異なること
や，学習支援がされにくい家庭環境が挙げられる［OECD 2011: 45］。一般的な言説において
は，両者はしばしば結びつけられて語られる。その際には，女性のあり方の問題と併せて，「イ
スラームと近代」26)という対立軸が意識的，無意識的に参照される。そこから導き出されるの
は，近代的な知から青少年を引き離し，頑迷さに導き，彼／彼女らの社会的成功を阻害するも
のとしてのイスラーム，という認識であろう。 
ギュレンの思想は，そのようなイスラームの捉え方に正面から異を唱えるものである。と同
時に，あたかもその図式に自らを当てはめ，なおかつそれを先鋭化させようとしているかのよ
うなイスラーム過激原理主義とその暴力化に，強く異を唱えるものでもある27)。そのようなギ
ュレンの思想を受けて展開されるヒズメット運動は教育を重視し，ヨーロッパではそれが移民
の子供の低学力解消，そして移民の社会的統合の手段として機能しているといえる［Tetik 
2012］。このことは，従来のイスラーム主義的な運動に対する認識とは異なる方向性を示唆し
ている。少なくともそのことを，当事者および移民集住地域の自治体関係者や地域住民は認識
していることが，調査からうかがい知ることができる。 
                                                          
25) この施設の開設に当たっては地域社会との様々なやりとりがあった。詳しくは石川［2011］。 
26) この対立軸については新井［2013］。 
27) この点については，Aslandoğan Cinar［2012］，Wright［2012］。 
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デュースブルク，エッセンいずれのヒズメット運動による教育センターの事例においても，
教育内容からイスラームとの関連を感じさせる要素は全くない。これらの施設で行われている
教育への取り組みは，先行研究が示唆しているように近代的な教育を志向するものである。そ
の目的は，これらの施設を利用する子供たち，すなわち実質的にはトルコ系移民の子供たちの
教育的達成を担保することにより，ドイツ社会への統合を目指そうとするものであると考えて
よい。さらに，これらの取り組みは，自治体との連携のもと，連邦政府の助成を受けて行われ
ている。このことは，ヒズメット運動の性質が，いわゆるイスラーム主義的な動機によって社
会と移民の子供たちを分断しようとするものでなく，イスラームと近代的知を対置させる視点
に立っていないことが，関係者に広く理解されていることを意味しているだろう。 
また，ヒズメット運動以外のイスラーム団体の教育へのコミットの仕方が類似したものにな
っていることも注目に値する。このことを彼らの意図の面から読み解くことは難しい。しかし，
少なくとも言えることは，それらが共通して持つ現実的なポテンシャルである。すなわち，多
くの企業家や中間層の支持を集め，ビジネス・ネットワークをも構築するヒズメット運動はも
ちろん，他のイスラーム団体も資金面で豊かであることがこのような活動を有効に進められる
要因になっていると考えられる。 
筆者の以前の調査では，トルコ人の教員夫妻が，退職後に子供たちの学力向上のためにデュ
ースブルクの移民集住地区で学習塾を始めたが，短期間で資金面の困難に直面し，閉鎖せざる
を得なくなってしまった例があった［石川 2012: 169］。移民の家庭環境が低学力の要因である
なら，教育への意欲や資金面での問題が関わってくるのは当然であり，事業として成り立たせ
るのは容易ではない。ヒズメット運動や他のイスラーム団体は，宗教的動機を含め多くの人々
が関わることで，この困難さを超えて，移民の子供たちの学校適応を幅広くサポートする役割
を担うことができていると言えるだろう。 
そのようなサポートは，金銭面のみならず，保護者への意識づけといった総合的なアプロー
チによって成り立っている。デュースブルクの教育センターで見られた「エヴェントゥスのき
まり」の内容は，ここに通う子供たちの少なくとも一部は，学習支援がされにくい環境に置か
れている事実を物語っている。そのことは，移民の子供たちの教育達成を阻む要因が「文化」
よりも，親の教育程度や収入などの社会経済的な側面にあり，そこから生ずる貧困の連鎖が子
供たちを巻き込もうとしていることを示唆する。同時に，そこから脱するためには，いわゆる
社会関係資本や文化資本にも関わる総合的なアプローチが必要であることも読みとれる。イス
ラーム的規範と近代的知性を結びつけようとするヒズメット運動が，そのような総合的なアプ
ローチによって貧困の連鎖を断とうと取り組んでいる状況から，移民の保持する文化や宗教の
本質主義的な性質に，問題の核があるわけではないことが理解できるだろう。 
近代化と世俗化の仮説は，ムスリム第 2 世代にとって宗教性が教育的達成の妨げとなる可能
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性を示唆していた。実際，ホッホフェルト統合・文化・教育センターの設立経緯においては，
自治体や地域住民など周辺社会がそのような認識を先験的に共有していた状況も垣間見られた
が，そのような認識は現実の統合への貢献の中で修正されていった［石川 2011］。ヒズメット
運動による取り組みは，そのような文脈の中でドイツにおいても受け入れられて来ていると考
えられる。そうした状況からは，ヒズメット運動などの取り組みは，新井らの主張するように
「西洋」／「東洋」の 2 分法を先進と後進という対置に収束させるオリエンタリスト的認識に
よるイスラーム観に対する修正の必要性を，ヨーロッパの文脈においても体現していると見る
こともできるであろう。 
 
本稿は，科研費「EU における移民第二世代の学校適応・不適応に関する教育人類学的研究」
［平成 24-26 年度，研究課題番号: 24402047］による研究成果の一部である。 
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